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　　市　の　人　□

（平成８年７月１日現在）

　65.046世帯（前月比108世帯増）

　185,876人（前月比172人増）

　91, 587人

　94, 289人

世帯数

人　口

　　男

　　女
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考
え
て
み
よ
う

　
自
転
車
の
放
置

　
身
近
で
便
利
な
乗
り
物
「
自
転
車
」
。

気
軽
に
使
え
る
か
ら
と
い
っ
て
、
ど
こ

に
置
い
て
も
よ
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
道
路
や
歩
道
、
駅
前
の
広
場
な
ど

に
置
い
て
あ
る
自
転
車
は
、
通
行
の
邪

魔
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
の
美
観

を
そ
こ
ね
た
り
、
自
転
車
の
窃
盗
が
増

え
た
り
と
、
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ

し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
に
入
り
、
放
置

自
転
車
が
増
え
る
こ
の
時
期
、
も
う
一

度
放
置
自
転
車
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

｢二回万言牛＼:‾―'T'店でﾖ:

少
し
の
時
間
も
困
り
ま
す

　
駅
前
駐
輪
場
の
整
備
や
計
画

的
な
撤
去
な
ど
で
、
放
置
自
転

車
は
減
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え

ま
す
。
し
か
し
、
駅
か
ら
少
し

離
れ
た
目
立
た
な
い
と
こ
ろ
や

禁
止
区
域
か
ら
少
し
外
れ
た
路

地
な
ど
に
は
、
依
然
た
く
さ
ん

放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
道
路
や
歩
道
に
ほ
か
れ
た
自

転
車
は
、
人
や
車
の
通
行
に
障

害
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
高

齢
者
や
幼
児
、
体
の
不
自
由
な

▲置いた人は人の迷惑が気にならないのでしょうか（写真は近鉄小倉駅前で）

人
な
ど
に
は
、
危
険
で
さ
え
あ

り
ま
す
。

　
わ
ず
か
な
時
間
だ
か
ら
か
ま

わ
な
い
と
置
く
人
も
い
ま
す
か
、

交通対策課

萱内線2259

問
い
合
わ
せ

た
と
え
少
し
の
時
間
の
放
置
で

も
困
り
ま
す
。
人
の
往
来
が
激

し
い
駅
周
辺
で
は
な
お
さ
ら
の

こ
と
。
ほ
か
の
人
が
置
い
て
い

る
な
ら
自
分
ち
と
、
次
々
置
か

れ
る
こ
と
に
な
り
い
収
拾
が
つ

か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

管
理
は
持
ち
主
の
責
任
で

　
市
内
の
鉄
道
十
二
駅
周
辺
の

自
転
車
放
置
禁
止
区
域
か
ら
市

が
撤
去
し
た
自
転
車
は
、
七
年

度
で
四
千
六
百
四
十
九
台
（
右

下
表
参
照
）
。
こ
の
自
転
車
は

市
内
二
ヵ
所
で
保
管
す
る
と
と

も
に
、
防
犯
登
録
な
ど
で
所
有

者
を
調
べ
、
引
き
取
り
に
来
る

よ
う
連
絡
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
返
還
ぶ
は
四
四
％
で
、

半
分
以
上
の
自
転
車
は
持
ち
主

に
返
つ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。返還要領

　㎜　　■●■■■
二

　
ま
た
、
こ
う
し
た
放
置
自
転

車
の
撤
去
や
保
管
に
必
要
な
費

用
も
た
だ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
転
車
の
放
置
が
な
く
な
れ
ば
、

そ
の
経
費
を
ほ
か
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
回
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
ほ
か
の
人
が
置
い
て
い
る

か
ら
」
「
少
し
の
間
だ
か
ら
」

と
、
道
路
や
歩
道
に
止
め
る
人

が
後
を
絶
た
な
い
の
は
、
利
用

者
の
モ
ラ
ル
が
低
下
し
た
か
ら

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
撤
去
さ
れ

　
放
置
禁
止
区
域
内
に
放
置
し

て
い
た
自
転
車
が
な
く
な
っ
た

場
合
、
撤
去
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
撤
去
し
た
自
転

車
は
市
内
東
西
の
保
管
場
所
で

一
ヵ
月
間
保
管
し
ま
す
。
定
め

ら
れ
た
曜
日
、
時
間
内
に
保
管

はごく一部これ▲大久保保管場所で。

自転車放置禁止区域別撤去状況（平成７年度）

卜 J R
宇治

三室戸 J R
黄壁

京阪
黄聚

J R
木幡

京阪
木幡

六地蔵 J R
新田

大久保 伊勢日 小倉西 小倉東 合計

　　　　(台)
撤去台数

89 90 112 102 90 389 389 190 1186 58 770 1184 4649

　　　　(台)
返還台数 32 26 61 57 35 194 87 44 645 13 337 495 2026

　　　　(％)Ji 還率 36 29 54 56 39 50 22 23 54 22 44 42 44

た
自
転
車
を
引
き
取
り
に
来
な

い
の
は
、
使
い
捨
て
感
覚
が
自

転
車
に
ま
で
広
が
っ
て
し
ま
っ

た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
あ
な
た
の
自
転
車
の
管

理
は
あ
な
た
の
責
任
で
す
。
自

転
車
を
留
め
置
く
時
は
駐
輪
場

な
ど
の
施
設
を
利
用
し
、
歩
道

や
道
路
に
は
置
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

場
所
で
確
認
し
、
引
き
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
返
還
日
時
　
月
・
水
・
土
・

日
曜
の
午
後
２
時
～
７
時

▼
返
還
場
所
放
置
禁
止
区
域

が
宇
治
川
以
東
の
各
駅
と
Ｊ
Ｒ

宇
治
の
自
転
車
は
五
ケ
庄
保
管

場
所
（
五
ケ
庄
西
川
原
、
容
3
2

・
9
9
5
0
）
、
そ
れ
以
外
は

大
久
保
保
管
場
所
（
大
久
保
町

北
ノ
山
、
公
4
6
・
5
9
9
9
）

▼
必
要
な
物
①
印
鑑
　
②
身

分
を
証
明
す
る
も
の
（
運
転
免

許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

③
移
動
・
保
管
手
数
料
2
0
0

0
円
④
か
ぎ
・
保
証
書
な
ど

自
転
車
を
特
定
で
き
る
も
の

源氏ろまん'96・紫式部越前武生来遊千年記念事業

｢越前国司下向の旅｣
10/9(水)～14(月)

見学ツアー参加者募集

　
今
年
は
、
源
氏
物
語
の
作

者
紫
式
部
が
、
父
で
あ
る
藤

1000年前の紫式部の旅を辿って

諺琳ず姉舶細無贈

原
為
時
の
赴
任
に
伴
っ
て
越

前
国
府
（
現
在
の
福
井
県
武

10/ 9

　南

源氏セミナー（宇治市文化センター）

講師:田辺聖子さん、朧谷　寿さん

10/10

　㈱

下向行列「旅立ちの儀式」（宇治上神社）

　<ルート〉宇治上神社～宇治橋～宇治公

園（出発式）~〈バス移動〉～塩津海道

　（滋賀県西浅井町）

10/11

　吻

　〈ルート〉気比神宮（敦賀市）~木ノ芽

峠（今庄町）～鹿蒜神社

10/12

　(土)

　〈ルート〉今庄町～湯尾峠「境迎えの儀

式」～武生市内「着任の儀式」

10/13
　(a)

講演会（武生市文化センター）

講師：秋山　虔さん、秋山光和さん

10/14

　(月)

紫式部千年祭記念「能」（武生市文化ｾﾝﾀｰ）

能:「源氏供養・小鍛冶」狂言ri錨ij

★宿泊は9日が宇治市で、他はいずれも武生市

生
市
）
に
行
っ
て
か
ら
、
ち
ょ

う
ど
千
年
に
当
た
り
ま
す
。

か
ね
て
よ
り
「
源
氏
物
語
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
み

武
生
市
と
も
交
流
を
深
め
て

き
た
本
市
で
は
、
そ
れ
を
記

念
し
て
武
生
市
と
協
力
し
総

勢
約
五
十
名
の
行
列
を
仕
立

て
、
千
年
前
の
旅
を
再
現
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
害
毀
釜
す
。

　
そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

紫
式
部
の
旅
を
追
体
験
す
る

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
日

程
や
内
容
に
つ
い
て
は
左
上

表
の
と
お
り
で
す
が
、
詳
し

く
は
文
化
観
光
課
（
容
内
線

2
2
2
3
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
九
日
・
十
日
の
宇

治
市
内
で
の
催
し
は
、
宇
治

上
神
社
境
内
で
の
『
旅
立
ち
』

の
儀
式
を
除
い
て
、
参
加
は

自
由
、
無
料
で
申
し
込
み
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
軽

に
ご
参
加
を
。

募
集
人
数
　
先
着
３
０
０
人

参
加
費
用
　
４
千
円
～
３
万

８
千
円
（
参
加
日
数
等
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
宿
泊
費
用

は
別
で
す
）

問
い
合
わ
せ
・
募
集
要
項
請

求
先
文
化
観
光
課
（
容
内

線
り
乙
ｎ
乙
９
＆
３
）

ベ
ル
ト
締
め
さ
わ
や
か

　
　
マ
ナ
ー
で
京
の
夏

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆
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撤去自転車

夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
展
開
中

(
～
8
/

2
0
(
火

)
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福　祉

■身体障害者デイサービス｢健康

　教室｣

　夏バテ防止の健康法を学んでみ

ませんか。＞8月５日(月)、午前９

時半～午後１時。総合福祉会館[＞

内容…講習・調理実習[＞対象…市

内在住で視覚に障害のある人μ参

加費…200円[＞定員…先着15人[＞

持ち物…エプロン、三角きん、布

きん　圃8月２日團までに社会福

祉協議会(S22-5650)。

■難聴者教室

　[>7月29日(月)、午前10時～11時

半。総合福祉会館[＞内容…歴史講

座｢秀吉のころの宇治茶J D〉対象

…市内在住の難聴者　圃社会教育

課(ファクス22-3040)か難聴者協

会へ。

講座・教室

■城南地域職業訓練センター(a

　46－0688)

圃同センター。

　　〈ワープロ中級ワードW95版〉

＞8月22日～９月５日の月・木曜、

午後６時半～9時。　６回C〉参加費

…9000円。くパソコン表計算入門

エクセルW95版〉t＞8月９日～９

月13日の火・金曜、午後６時半～

９時。９回[＞参加費…1万3500円。

　〈パソコンMS-DOS・Ver5〉E〉

8月22日～９月５日の月・木曜､'

午後６時半～９時。６回レ参加費

…9000円。〈簿記初級〉C〉8月22

日～11月14日の月・木曜、午後６

時半～９時。 21回[＞参加費‥･1万2

500円。　〈経営と経営管理〉[＞9

月３日～11月５日の火曜、午後６

時45分～８時45分。 10回E〉参加費

…1万6000円。

■｢こころの健康推進員｣養成講座

　[＞9月17日(火)～９年９月２日(火)

のうち18回。府立精神保健福祉総

合センター(京都市伏見区竹田)

[〉対象…府内在住の25～65歳の人

で、講座終了後、精神障害者やそ

の家族の相談に応じる同推進員と

して活動できる人E＞内容…精神保

健福祉に関する講義・実習　[*]8

月２日㈹までに所定の申込書で宇

治保健所(昔21-2191)へ。

お知らせ

■中央図書館児童書テーマ展示

山
本
晃
一
郎
（
宇
治
）

吉
田
利
一
　
（
小
倉
町
）

▼
選
任
に
よ
る
委
員

浅
見
健
二
（
市
議
会
）

小
牧
直
人
（
タ
）

村
田
正
治
（
　
夕
　
）

長
谷
川
栄
治
（
農
協
）

池
本
正
夫
（
農
業
共
済
）

　
農
業
委
員
は
投
機
を
目
的
と

し
た
農
地
取
得
を
防
ぐ
と
共
に

農
地
の
有
効
利
用
を
進
め
、
農

作
物
が
安
定
し
て
供
給
で
き
る

よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
、
①
農
地

の
所
有
権
等
権
利
移
転
の
許
可

　
②
農
地
転
用
の
許
可
③
農

地
の
有
効
利
用
の
促
進
　
④
農

地
の
相
続
税
納
税
猶
予
に
関
す

る
こ
と
　
⑤
標
準
小
作
料
の
設

定
⑥
国
有
農
地
の
管
理
⑦

農
業
者
年
金
に
関
す
る
こ
と
で

す
。

　
そ
の
ほ
か
、
行
政
と
農
家
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
農
業
者

の
相
談
を
受
け
た
り
、
広
報
紙

を
作
成
し
農
家
へ
国
の
制
度
の

説
明
や
新
し
い
情
報
を
発
信
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

。
問
い
合
わ
せ
は
農
業
委
員
会

事
務
局
（
容
内
線
り
″
ｎ
ｇ
ｌ
）
へ
。 ▲農地転用申請のあった現地を調査す

　る農業委員（７月９日、菟道で）
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七
月
十
八
日
俐
に
市
役
　
ト
朝
日
新
聞
社
賞
苗
村
美
月
さ
ん
の
作
品

査
の
結
果
、
個
人
の
部

で
は
推
薦
十
一
点
、
特

選
百
九
十
六
点
、
入
選

千
三
十
三
点
、
奨
励
賞

十
点
、
団
体
の
部
で
は

学
校
賞
一
校
、
学
校
奨

励
賞
十
一
校
を
決
定
。

点会
のに第
応は四
募一十
が万六
あ二回
り千宇
ま四治
し百川
た六写
　゜十生
審一大

入選作品決まる

所
で
表
彰
式
が
行
Ｒ
呆
乙
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。
（
敬
称
略
）

■
個
人
の
部

　
▼
朝
日
新
聞
社
賞
・
：
苗
村
美

月
（
宇
治
小
）
▼
宇
治
市
長
賞

・
：
辻
本
千
尋
（
宇
治
幼
稚
園
）
、

イ
ェ
ガ
ネ
ー
バ
ク
テ
ィ
ア
リ
ー

ザ
ハ
ラ
（
南
部
小
）
、
吉
田
優

馬
（
北
小
倉
小
）
、
桑
村
麻
子

（
笠
取
第
二
小
）
、
西
村
滋
生

（
宇
治
小
）
、
、
山
本
一
樹
（
槙
島

小
）
、
照
喜
名
康
弘
（
菟
道
第

二
小
）
、
和
田
祐
加
（
宇
治
中
）
、

田
畑
早
織
（
城
陽
中
）
、
北
畠

彩
子
（
京
都
女
子
忠

■
団
体
の
部

　
▼
学
校
賞
・
朝
日
新
聞
社
賞

・
：
宇
治
小
学
校
▼
学
校
奨
励
賞

…
○
宇
治
市
長
賞
且
接
第
二

小
学
校
、
宇
治
中
学
校
、
木
幡

小
学
校
バ
南
部
小
学
校
、
大
久

保
小
学
校
、
大
開
小
学
校
、
菟

テレビ広報

さわやか宇治
魅力いっぱい　夏の宇治

　　　～宇治川鵜飼い～

　　８月４日(日)

午後６時15分から15分間

　KBS京都　UHF34ch

道
小
学
校
、
北
槙
島
小
学
校

○
京
阪
電
気
鉄
道
㈱
賞
＝
深
谷

小
学
校
　
○
京
都
府
観
光
連
盟

賞
＝
宇
治
幼
稚
園
　
○
特
別
賞

＝
笠
取
第
二
小
学
校

　
入
賞
作
品
の
展
示

　
▼
と
き
・
：
○
推
薦
＝
常
時
展

示
　
○
特
選
（
幼
児
・
小
学
１

年
り
３
年
）
・
奨
励
賞
＝
７
月

2
2
日
㈲
～
3
0
日
叫
　
○
特
選

（
小
学
４
年
～
６
年
）
＝
７
月

3
1
日
㈲
～
８
月
８
日
俐
　
○
特

選
（
中
学
生
）
‐
８
月
2
2
日
俐

～
3
0
日
㈲
　
い
ず
れ
も
午
前
８

時
半
～
午
後
５
時
▼
と
こ
ろ
・
：

市
役
所
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

勧
め
ら
れ
る
ま
ま
、
高
い

絵
を
買
っ
た
け
れ
ど
・
：

　
　
　
　
先
日
、
。
あ
る
有
名

　
Ｑ

画
家
゜
絵
の
展
示
会

の
広
告
を
見
て
、
見
る
だ
け

と
思
い
出
掛
け
ま
し
た
。
会

場
で
販
売
人
に
し
つ
こ
く
勧

消費生活

相談室から

め
ら
れ
仕
方
な
く
一
枚
の
絵

を
ロ
ー
ン
で
購
入
す
る
契
約

を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
帰
っ

て
か
ら
よ
く
考
え
る
と
金
額

も
局
く
、
そ
れ
ほ
ど
気
に
入
っ

た
絵
で
も
な
い
の
で
解
約
し

た
い
の
で
す
が
…

　
　
　
　
購
入
す
る
意
思
の

　
Ａ

な
゛
も
の
を
無
理
や

り
営
業
所
等
以
外
の
場
所
で

契
約
し
て
し
ま
っ
た
と
き
、

そ
れ
が
訪
問
販
売
法
で
指
定

さ
れ
た
商
品
ま
た
は
指
定
さ

れ
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ
ば
、

八
日
以
内
は
無
条
件
で
解
約

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
と
い
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
自
分
の
意
思
で

お
店
に
行
っ
た
場
合
は
、
購

入
の
意
思
が
あ
る
と
み
な
さ

れ
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
場
合
は
、
自
分

で
展
示
会
へ
出
掛
け
た
た
め

解
約
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
な
ぜ
展
示
会
に
行
く
こ
と

に
な
っ
た
の
か
（
ポ
ス
タ
ー
、

チ
ラ
シ
、
電
話
勧
誘
）
、
そ

の
展
示
会
は
何
日
間
開
催
し

て
い
た
の
か
な
ど
、
条
件
に

よ
っ
て
は
解
約
で
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
展
示
会
な
ど
は
、
売
り
こ

む
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

す
る
こ
と
が
多
い
４
　
つ
で
７
．

や
は
り
欲
し
く
な
け
れ
ば
ど

ん
な
に
勧
め
ら
れ
て
も
、
断

固
断
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

香西かおりオンステージ
｀゛゛'心

9/月23日(㈲　文4ヒセンター大ホール
昼の部午後２時開演　　主催･問い合わ･s文化センターS20-2111

夜の部午後６時開演

　　２回公演各30分前開場
　　　　　　　　　　　　仝席指定Ｓ席5000円､Ａ席4000円（当日各500円増）

(終演時刻に合わせて近鉄大久保駅、小倉･緑ケ原方面、京阪宇治駅まで臨時路線バスを増発)

文化センター／観光協会／観光案内所（宇治橋西詰・近鉄大久保駅構内）／松下時計店

（ラスカ横）／アルプラザ宇治東／アルプラザ城陽／うさぎ堂（近鉄小倉駅前）／黄桑薬

局（宇治小学校西）／手芸とカメラのマツモトmm山商店街）／宇治書店（宇治橋通り

商店街）／西小倉コミュニティセンター／チケットぴあ／チTットセソン

宇治川写生大

会
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　暑い夏を涼しく過ごしてもらお

うと「図書館にはおばけがいっぱ

い／」と題した展示を行います。

愉快な妖怪や怖い幽霊など「おば

け」の本をたくさんそろえました。

期間は８月30日（到までです。圃中

央図書館（a20-1511）p

■生産緑地地区の追加指定

　今年度の追加指定申請を７月22

日（月）から31日伽まで受け付けます。

　囲公園緑地課（S内線2417）、

農林茶業課（S内線2213）、農業

委員会事務局（a内線2591）。

・京都総体弁当調製業者の募集

平成９年８月１日から開催され

る全国高等学校総合体育大会（京

都総体）宇治市開催競技における

弁当調製業者を募集します。C〉応

募資格‥;食品衛生関係法令に基づ

く管理運営及び施設整備がされて

おり、指定時刻・場所に納入可能

な市内業者[5]7月22日(月）~29日

（月）に同大会宇治市実行委員会事務

局（全国高校総体推進室内容21-0

403）べ。

・自動二輪車・原動機付自転車の

　通行禁止

　７月19日出から８月31日出まで、

府道大津南郷宇治線・天ケ瀬ライ

ン（市道白川浜山本線信号から宵

待橋までの3.4牛ロの区間）にお

いて、自動二輪車及び原動機付自

転車の通行が終日禁止されます。

　囲宇治警察署（a24-iiii）。

　【訂正】７月１日号２面の献血の

記事で「献血ルーム伏見大手筋」

の定休日は正しくは貝舅貝・月曜

日・祝日の誤りでした。おわびし

訂正します。

新
農
業
委
員
を

　
　
　
　
選
任

　
こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴

う
農
業
委
員
会
委
員
の
改
選
が

行
わ
れ
、
下
記
の
委
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
は

選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
委

員
（
今
回
は
無
投
票
当
選
）
と
・

市
長
が
選
任
す
る
委
員
と
で
構

成
さ
れ
、
現
在
定
数
は
二
十
人
。

任
期
は
平
成
八
年
七
月
二
十
日

か
ら
三
年
間
で
す
。

　
新
し
い
農
業
委
員
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）
。

▼
選
挙
に
よ
る
委
員

植
村
文
好
（
五
ケ
庄
）

大
西
正
宣
（
宇
治
）

岡
田
豊
一
　
（
槙
島
町
）

片
山
哲
夫
（
五
ケ
圧
）

北
川
利
仁
（
槙
島
町
）

久
世
谷
幸
男
（
東
笠
取
）

久
保
田
佳
延
（
小
倉
町
）

小
島
佳
剛
（
白
川
）

高
田
　
実
（
伊
勢
田
町
）

田
中
恵
三
（
椛
島
町
）

寺
川
俊
男
（
宇
治
）

演
田
和
夫
（
広
野
町
）

山
内
祥
司
（
伊
勢
田
町
）

第46回

手話通訳あ

り
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